
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

芋井地区公共施設再配置に関する 
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長野市長 加藤 久雄  様 

 

 

芋井地区公共施設再配置に関する提言書 
 

 長野市では、人口減少や少子高齢社会の進展の中、将来にわたり

持続可能な行財政運営を基本としながら、活力・活気のある地域コ

ミュニティを維持していくため、「将来世代に負担を先送りすること

なく、より良い資産を次世代に引き継いでいく」ことを基本理念と

し、公共施設マネジメントに取り組まれています。 

 こうした中、芋井地区においては、昨年５月から７月にかけて、

他地区に先駆けて市民ワークショップを開催し、地区内外の幅広い

年代が参加して、貴重な学びや意見を得ることができました。 

その学びや意見を参考に、総量縮減目標を踏まえながら、複合化・

多機能化を視野に入れた具体的な施設再編整備のための検討を行う

「芋井地区公共施設整備検討委員会（平成 28 年９月６日設立）」を

開催し、地区住民への意見聴取も行いながら、協議を重ねてきたと

ころです。 

 この度、芋井地区の第一次提言として 10 施設を対象に「芋井地区

公共施設再配置基本方針」を取りまとめたので、提出いたします。 

地域住民の関心も高いことから、本基本方針を踏まえ、公共施設

の再配置に取り組まれることを期待します。 

 

 

平成 29 年７月７日 

 

芋井地区公共施設整備検討委員会 

座 長  和 田  智 
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（提言要旨） 

  

旧芋井中学校及び支所周辺の公共施設の再編に当たっては、本

委員会が取りまとめた「芋井地区公共施設再配置基本方針（以下、

基本方針という。）」に基づき、実施されたい。 

 

再編時期については、基本方針中「行政サービスゾーン」に  

ついては、早期に取り組まれたい。また、同「教育文化ゾーン」

については、駐車場の整備を最優先とされたい。 

基本方針中「コミュニティー・民活ゾーン」については、地域

コミュニティー施設として活用が可能な形で、民間の力を活用 

した施設とされたい。 

  

施設については、「芋井農村環境改善センター」「芋井地区教職

員住宅」「芋井体育館（社会体育館）」については、基本方針に基

づき廃止されたい。 

 また、旧芋井中学校北校舎については、取り壊しの上、駐車場

を整備されたい。 


